
２０１６年度事業報告 
 

（一社）若草プロジェクト 

 

１概要 

 

若草プロジェクトは 2016年 3月に設立、同年 4月にキックオフ研修会を京

都の寂庵で開催し、事業をスタートさせた。したがって、2016年度は実質的

な活動初年度である。 

事業については、理事及び（会員）有志を中心として、趣旨に賛同する若手

ボランティアの協力を得て進めた。また、代表呼び掛け人がさまざまな場で事

業の趣旨等について発信するとともに、呼び掛け人の方々にも事業の広報等に

多大なご協力をいただいた。 

事業は「つなぐ」「ひろめる」「まなぶ」を 3つの柱として実施した。「つな

ぐ」については、LINEによる相談活動を（NPO）bondプロジェクトに委託

して 8月末に開始した。「ひろめる」については 10月に設立記念シンポジウム

を開催したほか、代表呼び掛け人を中心にマスコミ等に対してさまざまな発信

を行った。「まなぶ」については、連続研修会を 3回（2017年度に入って最後

の 1回を開催予定）開催したほか、共生社会を創る愛の基金と協働で支援者の

ためのマニュアルを作成した。 

実質初年度であったため、体制面等で多くの脆弱性を抱えながらの事業展開

であったが、3つの柱それぞれについて、一定程度の実績を挙げることができ

た。また、生きづらさを抱えた若年女性たちの問題の認知度の向上に貢献する

ことができた。  

 

 

２事業の実施状況 

 

①「つなぐ事業」 

 

ア.キックオフ研修会 

開催月日 4月 24日 

開催場所 寂庵（京都） 

出席者 全国の支援者約 60人 

内容  

 代表呼び掛け人挨拶 

 若い女性が生き難い現状について 

  仁藤夢乃（女子高生サポートセンターcolabo代表） 

 現場からのレポート 

  橘ジュン・森田明日香（NPO法人 Bondプロジェクト） 

  植草ルナ（横浜市男女共同参画推進協会） 

  野村宏子（性暴力被害ワンストップセンター） 



 事例検討のグループワーク 

 

イ.LINEによる相談活動の実施（NPO法人 bondプロジェクトに委託） 

  相談開始 8月 27日 

  相談の仕組み 

   毎週 月及び土 13～19時、水 17～19時に 2名体制で実施 

   必要に応じてメール相談、同行支援等につなげていく 

  相談実績 

実施日数   92日 

実施時間   428時間 

   受付申請数  515件 

   相談開始数  507件 

   メール相談数 278件 

   同行支援数  8件 

 

 

②「ひろめる」事業 

 

ア.設立記念シンポジウム 

  開催月日 10月 22日 

  開催場所 青山学院大学青山キャンパス 

  参加者 約 300人 

  内容 代表呼び掛け人あいさつ 

     若草プロジェクトについて 

     パネルディスカッション「生きづらさをかたる」 

沖田×華（漫画家） 

      中村恵里奈（(NPO)bondプロジェクト） 

      水野ちひろ（(NPO)bondプロジェクト） 

  インタビュアー 江川紹子（ジャーナリスト） 

  ホームページにて映像を確認できる。 

 

イ.広報活動 

 (ア)新聞、雑誌等への働きかけ 

   シンポジウム、研修会等のイベントの記事の新聞・雑誌への掲載 

理事、代表呼びかけ人の講演、エッセイ、インタビュー等 

 

 (イ)若手ボランティアによる広報活動 

   若草プロジェクトの趣旨や LINE相談を記載したティッシュを新宿歌舞

伎町で若い女性たちに配布 

開催月日 12月 30日 

15時頃～16時頃の間に３回実施 

開催場所 新宿歌舞伎町 



配布数  277個 

参加人数 10人（ボランティアスタッフ含む） 

 

 (ウ)リーフレット等による広報 

   リーフレットの作成 

ホームページの開設 

アドレス：http://wakakusa.jp.net/index.html 

 

 

③「まなぶ」事業 

 

ア.「女の子」たちの今を知り「信頼される大人になる」ための連続講座 

第１回（8月 28日 更生保護会館 参加者約 50人） 

「婦人保護施設を利用する女性たちに起きたこと」 

講師 横田千代子（婦人保護施設いずみ寮寮長） 

 

  第２回（12月 11日 寂庵 参加者約 40人） 

    「ＡＶ被害について考える」 

 講師 金尻カズナ（ポルノ被害と性暴力を考える会相談支援員） 

 

第３回（2017年 1月 12日 更生保護会館 参加者約 50人） 

「保健室から見える貧困、虐待」 

講師 秋山千佳（ルポ保健室 朝日新書 著者） 

樋上典子（一般社団法人「人間と性」教育研究協議会幹事） 

 

イ.マニュアルの作成 

   「少女 若年女性を支援する人のためのハンドブック」 

      若い女性たちの環境や心情の理解 

援助機関の分野別解説 

虐待・性的搾取・依存症・暴力などの事例 

     頒布価格 500円 

 

３総会・理事会の開催状況 

機関 

代表理事 大谷 恭子 

理事  村木 太郎 

理事  遠藤 智子 

理事  瀬尾 まなほ 

理事  牧田 史 

  総会 5月 13日 

   2015年度事業報告・会計報告 

   2016年度事業計画・予算 



   会員及び賛助会員の会費について 

  理事会 

   第 1回 4月 20日  

   第 2回 6月 3日  

   第 3回 7月 1日  

   第 4回 10月 14日 

   第 5回 11月 12日 

   第 6回 12月 7日 

   第 7回 1月 12日 

   第 8回 3月 9日 

  

４会員、賛助会員の状況 

  正会員   5名（代表理事・理事から成る） 

  賛助会員 92名 

合計   97名 

 

 


